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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エチレンアクリル酸コポリマーを含む水性分散体、および
　少なくとも１種の化粧用に許容可能な界面活性剤
を含み、
該水性分散体がパーソナルケア組成物の質量基準で０．２５質量％から５質量％の範囲の
量で存在し、該パーソナルケア組成物がシャンプー、洗い流すコンディショナー、洗い流
さないコンディショナー、またはボディウォッシュである、パーソナルケア組成物。
【請求項２】
　水性分散体が、エチレン／オクテンコポリマー、エチレン／ブテンコポリマー、エチレ
ン／ヘキセンコポリマー、またはエチレン／ブテン／ヘキセンターポリマーの少なくとも
１種を更に含む、請求項１に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項３】
　シリコーンを更に含む、請求項１に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項４】
　界面活性剤が存在し、そして該界面活性剤がアニオン性界面活性剤と両性界面活性剤と
の組合せである、請求項１に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項５】
　界面活性剤が存在し、そして該界面活性剤がノニオン性界面活性剤である、請求項１に
記載のパーソナルケア組成物。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　分野
　本件はパーソナルケア組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　背景
　毛および／または皮膚のコンディショニングは、パーソナルケア組成物，特にコンディ
ショナー、シャンプー、およびボディウォッシュにおける最も所望される特質の１つであ
る。カチオン性ポリマーは、コンディショニング効果を与えることが知られているが、毛
上に蓄積して軟弱および／または扱い難い毛の原因となる傾向がある可能性がある。油質
（シリコーン）またはワックス質（脂肪酸）の物質を含有する他のコンディショニング剤
が知られているが、幾つかの欠点，例えばシリコーンが、界面活性剤と組み合わせたとき
に毛を洗い落とす傾向、を有する。よって、シリコーンと同様の審美的特性を与える新た
な非カチオン性コンディショニング剤および配合物の開発が当該分野において重要である
。
【０００３】
　同様に、洗浄、コンディショニングおよび扱い易さの増大が可能な、例えば改善された
カール保持および縮れ制御（すなわち、縮れの発現および強さの低減，当該分野で意味す
るところの、静電気、湿気またはダメージによる、独立および不均一に挙動する個々の毛
繊維の審美的に不所望の外観の低減）を示すコンディショニングシャンプーの必要性が存
在する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　要約
　一態様において、本発明は、エチレンアクリル酸コポリマーを含む水性分散体、および
少なくとも１種の化粧用に許容可能な界面活性剤、エモリエント剤、または化粧用活性物
質を含むパーソナルケア組成物を提供する。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　詳細な説明
　一態様において、本発明は、エチレンアクリル酸コポリマーを含む水性分散体、および
少なくとも１種の化粧用に許容可能な界面活性剤、エモリエント剤、または化粧用活性物
質を含むパーソナルケア組成物を提供する。
【０００６】
　「パーソナルケア」は、人間（例えば口、耳、および鼻腔、しかし摂取されない）に局
所的に適用される組成物に関する。パーソナルケア組成物の例としては、スキンケア製品
（例えばフェイシャルクリーム、モイスチャライザー、洗い流さないおよび洗い流すロー
ション、サンスクリーン、ファンデーション、マスカラ、アイライナー、リップスティッ
ク、クレンザー等）、ならびにヘアケア製品（例えばシャンプー、洗い流さないおよび洗
い流すコンディショナー、スタイリングジェルおよびヘアスプレー）が挙げられる。好ま
しくは、パーソナルケア組成物は、シャンプー、洗い流すコンディショナー、洗い流さな
いコンディショナー、またはボディウォッシュである。好ましくは、パーソナルケア組成
物はエマルションではない。
【０００７】
　「化粧用に許容可能な」は、パーソナルケア組成物において典型的に用いられる含有成
分を意図し、そしてパーソナルケア組成物中に典型的に見出される量で存在する場合に有
害である物質が本発明の部分として考慮されないことを強調することを意図する。
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【０００８】
　エチレンをアクリル酸と共重合することにより、エチレン－アクリル酸（ＥＡＡ）コポ
リマーが得られる。これはブリスター包装等のための可撓性熱可塑性物質として公知であ
る。好ましいエチレンアクリル酸コポリマーは、約１５質量％超のアクリル酸、好ましく
は約１７質量％超のアクリル酸、より好ましくは約２０質量％のアクリル酸を含む。本開
示で列挙する範囲は、範囲の全ての下位組合せを包含することを理解すべきである。
【０００９】
　好ましいＥＡＡコポリマーは、ＰＲＩＭＡＣＯＲ　５９９０コポリマー（２０質量％ア
クリル酸）であり、これはメルトインデックス１３００ｇ／１０分（ＡＳＴＭ法　Ｄ－１
２３８、１９０℃にて）、およびブルックフィールド粘度１３，０００ｃｐｓ（３５０°
Ｆにて）を有し、Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能であ
る。別の好ましいＥＡＡコポリマーは、ＰＲＩＭＡＣＯＲ　５９８０ｉコポリマー（２０
．５質量％アクリル酸）であり、これはメルトインデックス３００ｇ／１０分（ＡＳＴＭ
法　Ｄ－１２３８、１９０℃にて）を有し、Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙから入手可能である。ＥＡＡコポリマーはまた、商品名ＮＵＣＲＥＬ　２８０６
で、Ｅ．Ｉ．　ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｉｎ
ｃ．から入手可能である。エチレン－アクリル酸およびエチレン－メタクリル酸のコポリ
マーは、米国特許第４，５９９，３９２号，第４，９８８，７８１号，および第５，９３
８，４３７号（これらのそれぞれは参照により全部を本明細書に組入れる）記載されてい
る。
【００１０】
　機械的分散（例えばＰａｒｒ反応器）を用いて水性分散体を生成する。
【００１１】
　一態様において、水性分散体の固形分量は、約１０質量％～約３０質量％の範囲であり
、好ましくは約２０質量％である。
【００１２】
　同じく、水性分散体は、パーソナルケア組成物の質量基準で約０．０５質量％～約１０
質量％、好ましくは約０．２５質量％～約５質量％の範囲の固形分で存在する。
【００１３】
　エチレンアクリル酸コポリマーは、水性分散体の質量基準で約１５質量％～約６０質量
％の範囲の固形分で存在する。
【００１４】
　エチレンアクリル酸コポリマーを含む水性分散体は、追加成分，例えば少なくとも１種
のフケ防止活性物質（ジンクピリチオン、サリチル酸、またはセレニウム化合物）、サン
スクリーン活性物質（有機または無機）、顔料、香料、植物性物質、アミノ酸、またはビ
タミンを含むことができることが理解される。
【００１５】
　本発明の好ましい態様において、水性分散体は、エチレンアクリル酸コポリマーおよび
メタロセン触媒ポリオレフィンを含む。典型的には、エチレンアクリル酸コポリマーおよ
びメタロセン触媒ポリオレフィンは、ポリマー比約４０：６０～約１５：８５である。こ
れらの態様において、水性分散体の固形分量は、約３０質量％～約５０質量％、好ましく
は約４０質量％である。エチレンアクリル酸コポリマーは、水性分散体の質量基準で約１
５質量％～約６０質量％の範囲の固形分、好ましくは約３５質量％～約４５質量％の範囲
の固形分で存在する。これは、エチレンアクリル酸コポリマーが水性分散体の質量基準で
約１質量％～約２５質量％の範囲、好ましくは約５質量％～約２０質量％の範囲で存在す
ることに対応する。
【００１６】
　メタロセン触媒ポリオレフィンは、米国特許第４，７０１，４３２号、第５，３２２，
７２８号、および第５，２７２，２３６号（これらの各々はその全部を参照により本明細
書に組入れる）に記載されるようなメタロセン触媒で製造されるポリオレフィンである。
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本発明の特定の態様として、メタロセン触媒ポリオレフィンは、メタロセン触媒で製造さ
れるポリエチレンである。このようなメタロセン触媒ポリエチレンは、例えば、Ｔｈｅ　
Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから、商標ＡＦＦＩＮＩＴＹまたはＥＮＧＡ
ＧＥ（エチレン／オクテンコポリマー）で、そしてＥｘｘｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ
ｍｐａｎｙから商標ＥＸＡＣＴ（エチレン／ブテンコポリマー、エチレン／ヘキセンコポ
リマー、またはエチレン／ブテン／ヘキセンターポリマー）で入手可能である。一態様に
おいて、メタロセン触媒ポリオレフィンは、エチレン／オクテンコポリマー、エチレン／
ブテンコポリマー、エチレン／ヘキセンコポリマー、エチレン／プロピレンまたはエチレ
ン／ブテン／ヘキセンターポリマーの少なくとも１種であり、好ましくはエチレンオクテ
ンコポリマーである。別の態様において、メタロセン触媒ポリオレフィンは、プロピレン
／アルファオレフィンコポリマーであり、これは米国特許第６，９６０，６３５号および
第６，５２５，１５７号（これらの各々はその全部を参照により本明細書に組入れる）に
詳細に更に記載されている。このようなプロピレン／アルファオレフィンコポリマーは、
Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから商品名ＶＥＲＳＩＦＹTMにて、
またはＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから商品名ＶＩＳＴＡ
ＭＡＸＸTMにて市販で入手可能である。
【００１７】
　一態様において、エチレンアクリル酸コポリマーおよびメタロセン触媒ポリオレフィン
は、押出機内で水および中和剤（例えばアンモニア、水酸化カリウム、または２つの組合
せ）とともに溶融混練して水性分散体を形成する。
【００１８】
　一態様において、本発明は、エチレンアクリル酸コポリマーを含む水性分散体、任意に
、メタロセン触媒ポリオレフィン、およびシリコーン（シリコーンが水性分散体中にはな
いことを条件とする）を含むパーソナルケア組成物を提供する。シリコーンとしては、シ
リコーンオイル，例えば揮発性または不揮発性のポリメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）（直
鎖または環状のシリコーン鎖を含むもの）（室温で液体またはペースト状）、特にシクロ
ポリジメチルシロキサン（シクロメチコーン），例えばシクロペンタシロキサンおよびシ
クロヘキサジメチルシロキサン、ポリジメチルシロキサン（アルキル基、アルコキシ基ま
たはフェニル基を含むものであり、これらがシリコーン鎖の側鎖または末端であり、これ
らの基が２～２４個の炭素原子を含むもの）、フェニルシリコーン、例えばフェニルトリ
メチコーン、フェニルジメチコーン、フェニルトリメチルシロキシジフェニルシロキサン
、ジフェニルジメチコーン、ジフェニルメチルジフェニルトリシロキサン、２－フェニル
エチルトリメチルシロキシシリケート、およびポリメチルフェニルシロキサン、フルオロ
オイル，例えば部分炭化水素系および／または部分シリコーン系フルオロオイル、好まし
くはジメチコーン、シクロペンタシロキサン、シクロヘキサシロキサン、またはこれらの
組み合わせが挙げられる。ジメチコーン、ラウレス－２３、およびＣ１２－１５パレス－
３の好ましいブレンド物は、ダウコーニングから商品名ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ　２－１
４９１シリコーンエマルションで市販で入手可能であり、超高分子量ポリジメチルシロキ
サンゴムおよび中間分子量ポリジメチルシロキサン流体のブレンド物の６０％大粒子サイ
ズ非イオン性エマルションとも記載される。好ましくは、シリコーンは、パーソナルケア
組成物の質量基準で約０．１質量％～約５質量％、好ましくは約０．７５質量％～約３質
量％、およびより好ましくは約１質量％～約２質量％の範囲で存在する。
【００１９】
　界面活性剤はカチオン性、アニオン性、ノニオン性、もしくは両性の界面活性剤、また
はこれらの混合物である。一態様において、界面活性剤はノニオン性／乳化剤界面活性剤
である。一態様において、界面活性剤はカチオン性界面活性剤であり、好ましくはベヘン
トリモニウムクロリドである。この態様において、界面活性剤は、組成物の質量基準で約
０．１質量％～約１０質量％、好ましくは組成物の質量基準で約０．５質量％～約７質量
％、最も好ましくは組成物の質量基準で約１質量％～約４質量％で存在する。
【００２０】
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　一態様において、界面活性剤は洗剤界面活性剤である。この態様において、界面活性剤
は、組成物の質量基準で約１質量％～約２５質量％、好ましくは組成物の質量基準で約５
質量％～約２０質量％、最も好ましくは組成物の質量基準で約７質量％～約１８質量％の
量で存在する。
【００２１】
　好ましくは、洗剤界面活性剤は、アニオン性界面活性剤と両性界面活性剤との組合せで
ある。一態様において、アニオン性界面活性剤はラウレス硫酸アンモニウム、ラウリル硫
酸アンモニウム、ラウレス硫酸ナトリウム、またはラウリル硫酸ナトリウムである。一態
様において、アニオン性界面活性剤は、組成物の質量基準で約１質量％～約２５質量％、
好ましくは組成物の質量基準で約５質量％～約２０質量％、より好ましくは組成物の質量
基準で約７質量％～約１５質量％の量で存在する。
【００２２】
　一態様において、混合物は、アニオン性界面活性剤と、ジナトリウムココアンホジアセ
テート、デシルグルコシドまたはコカミドプロピルベタインである第２の界面活性剤との
組合せである。一態様において、第２の界面活性剤は、組成物の質量基準で約１質量％～
約１０質量％、好ましくは約１質量％～約８質量％、より好ましくは約２質量％～約６質
量％の量で存在する。
【００２３】
　好ましい態様において、界面活性剤は、ラウレス硫酸ナトリウム（例えば、Ｃｏｇｎｉ
ｓから商品名ＳＴＡＮＤＡＰＯＬ　ＥＳで市販で入手可能であるもの）、およびジナトリ
ウムココアンホジアセテート（例えばＨｅｎｋｅｌから商品名ＶＥＬＶＥＴＥＸ　ＣＤＣ
で市販で入手可能であるもの）の混合物である。界面活性剤がラウレス硫酸ナトリウムお
よびジナトリウムココアンホジアセテートの混合物である場合、ラウレス硫酸ナトリウム
のジナトリウムココアンホジアセテートに対する比は、約９：１～約２：１、最も好まし
くは約６：１である。
【００２４】
　一態様において、組成物は、ｐＨを調整するためにクエン酸を含む。
【００２５】
　一態様において、組成物は、カチオン性ポリマーを更に含む。カチオン性ポリマーは、
本開示で、正電荷を有するように変性された多糖、例えばカチオン性セルロース誘導体（
例えばＰＱ　１０，ＰＱ　２４，およびＰＱ　６７が挙げられる）、カチオン性グアー誘
導体、カチオン性メタクリルアミドポリマー、および合成カチオン性ポリマー，例えばＰ
Ｑ６およびＰＱ７と規定する。好ましい態様において、カチオン性ポリマーは、カチオン
変性されたヒドロキシエチルセルロースであり、これはＴｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから商品名ＵＣＡＲＥにて市販で入手可能である。
【００２６】
　本発明のパーソナルケア組成物のための他の任意の含有成分としては、化粧用に許容可
能なエモリエント剤、サンスクリーン、界面活性剤、乳化剤、保存料、レオロジー調整剤
、着色剤、染料、保存料、ｐＨ調整剤、推進剤、還元剤、香料、発泡剤、タンニング剤、
脱毛剤、芳香剤、収斂剤、消毒剤、消臭剤、制汗剤、虫除け剤、脱色剤、ライトナー、フ
ケ防止剤、接着剤、ポリッシュ、強化剤、フィラー、バリア物質、または殺生剤が挙げら
れる。
【００２７】
　幾つかの態様において、パーソナルケア組成物は、増粘剤として、任意のレオロジー調
整剤を更に含む。増粘剤の例としては、ポリマー，例えば、変性または非変性のカルボキ
シビニルポリマー，例えば名称ＣＡＲＢＯＰＯＬおよびＰＥＭＵＬＥＮ（ＩＮＣＩ名：ア
クリレート／Ｃ10-30アルキルアクリレートクロスポリマー；Ｎｏｖｅｏｎから入手可能
）で販売される製品、ポリアクリレートおよびポリメタクリレート，例えば名称ＬＵＢＲ
ＡＪＥＬおよびＮＯＲＧＥＬ（Ｇｕａｒｄｉａｎから市販で入手可能）またはＨＩＳＰＡ
ＧＥＬ（Ｈｉｓｐａｎｏ　Ｃｈｉｍｉｃａから市販で入手可能）で販売される製品、ポリ
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アクリルアミド、２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸ポリマーおよび複
数ポリマーであって任意に架橋および／または中和されているもの，例えばポリ（２－ア
クリルアミド－２－メチルプロパン－スルホン酸）であってＣｌａｒｉａｎｔから販売さ
れるもの（ＩＮＣＩ名：アンモニウムポリアクリルジメチルタウルアミド）、アクリルア
ミドおよびＡＭＰＳの乳化架橋アニオン性ポリマー，例えば名称ＳＥＰＩＧＥＬ　３０５
（ＩＮＣＩ名：ポリアクリルアミド／Ｃ１３－１４イソパラフィン／ラウレス－７；Ｓｅ
ｐｐｉｃより）および名称ＳＩＭＵＬＧＥＬ　６００（ＩＮＣＩ名：アクリルアミド／ナ
トリウムアクリロイルジメチルタウレートポリマー／イソへキサデカン／ポリソルベート
８０；Ｓｅｐｐｉｃより）で販売されるもの、多糖バイオポリマー，例えばキサンタンガ
ム、グアーガム、キャロブガム、アカシアガム、スクレログルカン、キチンおよびキトサ
ンの誘導体、カラギーナン、ジェラン、アルギネート、セルロース類，例えば微結晶セル
ロース、セルロース誘導体、会合性ポリマー，例えば会合性ポリウレタン、少なくとも２
つの、６～３０個の炭素原子を含む炭化水素系親油性鎖を含むポリマー，親水性配列で分
離されるもの，例えば品名ＳＥＲＡＤ　ＦＸ１０１０，ＳＥＲＡＤ　ＦＸ１１００および
ＳＥＲＡＤ　ＦＸ１０３５（Ｈｕｅｌｓ　Ａｍｅｒｉｃａから市販で入手可能）、ＲＨＥ
ＯＬＡＴＥ　２５５，ＲＨＥＯＬＡＴＥ　２７８およびＲＨＥＯＬＡＴＥ　２４４（ＩＮ
ＣＩ名：ポリエーテル－ウレア－ポリウレタン；Ｒｈｅｏｘより）、ＤＷ　１２０６Ｆ，
ＤＷ　１２０６Ｊ，ＤＷ　１２０６Ｂ，ＤＷ　１２０６Ｇ，およびＡＣＲＹＳＯＬ　ＲＭ
　２０２０（Ｒｏｅｈｍ＆Ｈａａｓより市販で入手可能）で販売されるポリウレタンが挙
げられる。
【００２８】
　着色剤としては、顔料，特にメイクアップで使用されるもの，例えば金属酸化物顔料、
二酸化チタン、任意に表面処理されているもの、酸化ジルコニウムまたは酸化セリウム、
酸化亜鉛、酸化鉄（黒、黄または赤）、酸化クロム、マンガンバイオレット、ウルトラマ
リンブルー、クロム水和物および第二鉄ブルー、カーボンブラック、バリウム、ストロン
チウム、カルシウムまたはアルミニウムの顔料（例えばＤ＆ＣまたはＦＤ＆Ｃ）、コチニ
ールカーミン、チタンまたはビスマスオキシクロリドでコートされたマイカ、チタンマイ
カ（酸化鉄を伴うもの）、チタンマイカ（特に第二鉄ブルーまたは酸化クロムを伴うもの
）、チタンマイカ（有機顔料を伴うもの）、パール顔料であってビスマスオキシクロリド
を基にするもの、ゴニオクロマチック（goniochromatic）顔料，例えば、多層干渉構造を
有する顔料、反射顔料，例えば銀コートされたガラス物質、ニッケル／クロム／モリブデ
ン合金でコートされたガラス物質、茶酸化鉄でコートされたガラス物質を有する粒子、少
なくとも２つのポリマー層の積層物を含む粒子，例えばＭＩＲＲＯＲ　ＧＬＩＴＴＥＲ（
３Ｍより市販で入手可能）が挙げられる。
【００２９】
　染料としては、水溶性染料，例えば硫酸銅、硫酸鉄、水溶性スルホポリエステル、ロー
ダミン、天然染料，例えばカロテンおよびビート根汁、メチレンブルー、カラメル、ター
トラジンの二ナトリウム塩およびフスチン（fuschin）の二ナトリウム塩、ならびにその
混合物が挙げられる。上記の列挙からの脂溶性染料もまた任意に使用できる。
【００３０】
　保存料としては、アルコール、アルデヒド、メチルクロロイソチアゾリノンおよびメチ
ルイソチアゾリノン、ｐ－ヒドロキシベンゾエート、および特にメチルパラベン、プロピ
ルパラベン、グルタルアルデヒドおよびエチルアルコールが挙げられる。
【００３１】
　ｐＨ調整剤としては、無機および有機の酸および塩基、ならびに特に水性のアンモニア
、クエン酸、リン酸、酢酸および水酸化ナトリウムが挙げられる。
【００３２】
　還元剤としては、アンモニウムチオグリコレート、ハイドロキノンおよびナトリウムチ
オグリコレートが挙げられる。
【００３３】
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　香料は、天然物質の抽出によって得られるかまたは人工的に製造される（上記のように
）アルデヒド、ケトン、または油であることができる。しばしば、芳香剤は補助的な物質
，例えば定着剤、増量剤、安定剤および溶媒を伴う。
【００３４】
　殺生剤としては、抗菌剤、殺バクテリア剤、防カビ剤、殺藻剤、殺菌剤（mildicide）
、消毒剤、防腐剤、および殺虫剤が挙げられる。
【００３５】
　任意の含有成分の、所望の特性（このような含有成分により与えられる）を実現するた
めに有効な量は当業者により容易に決定できる。
【００３６】
　好ましい態様において、パーソナルケア組成物はシャンプー、ボディウォッシュ、また
はフェイシャルクレンザー、好ましくはシャンプーである。
【００３７】
　使用において、パーソナルケア組成物は、毛（hair）または皮膚に適用する。一態様に
おいて、本発明のパーソナルケア組成物を適用することは毛をコンディショニングする方
法を構成する。
【００３８】
　一態様において、本発明は、洗浄し、コンディショニングし、そして扱い易さを増大さ
せる（例えば改善されたカール保持および縮れ制御を示す）シャンプーを含む。
【００３９】
　例
　以下の例は、例示のみのためであって、本発明の範囲の限定を意図しない。全てのパー
セントは特記がない限り質量基準である。
【００４０】
　例１
　本発明のパーソナルケア組成物は、エチレンアクリル酸コポリマーを含む水性分散体を
含む。このような水性分散体の例は以下を含む：
　バッチＡ
　ＰＲＩＭＡＣＯＲ　５９８０ｉ　２０％エチレンアクリル酸レジン（１３３ｇ）、水酸
化カリウム（１７．２ｇ）および水（２００ｇ）を、Ｃｏｗｌｅｓブレードを取り付けた
３００ｍＬＰａｒｒ反応容器内に入れる。材料を、ゆっくり混合しながら１２０℃まで加
熱する。設定温度に到達したならば、ミキサーを高（約１８００ｒｐｍ）で２５分間運転
する。高でなお混合しながら、ＨＰＬＣポンプで４０ｍＬ／分の量で反応器に供給した水
でサンプルを希釈し、所望濃度　Ｐｒｉｍａｃｏｒ量基準で２３質量％固形分にする。除
熱し、温度が少なくとも４５℃に冷えるまで撹拌を継続する。次いでＰａｒｒを開けて分
散体を収集する。
【００４１】
　バッチＢ
　ＰＲＩＭＡＣＯＲ　５９８０ｉ　２０％エチレンアクリル酸レジン（３０．７ｇ）、水
酸化カリウム（４ｇ）および水（９２ｇ）を、Ｃｏｗｌｅｓブレードを取り付けたＰａｒ
ｒ反応容器内に入れる。材料を、ゆっくり混合しながら約１２０℃まで加熱する。設定温
度に到達したならば、ミキサーを高（約１８００ｒｐｍ）で約２５分間運転する。除熱し
、温度が少なくとも３０℃に冷えるまで撹拌を継続する。
【００４２】
　１２．９ｇのこの水性分散体を２３．９ｇのジンクピリチオン（ＺＰＴ）分散体（（４
８．８％活性物質，Ａｒｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから商品名ＺＩＮＣ　ＯＭＡＤＩＮＥ
で得られる）と組合せ、Ｐａｒｒ反応器内で混合する。材料を高（約１８００ｒｐｍ）で
室温にて２５分間混合する。次いで最終水性分散体を収集し、４：１比のＺＰＴ：ＰＲＩ
ＭＡＣＯＲを得る。
【００４３】
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　バッチＣ
　４１．７％固形分の水性分散体であるエチレンアクリル酸およびメタロセン触媒ポリオ
レフィン（Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから商品名ＨＹＰＯＤ　
８５１０にて市販で入手可能，ダウのＢＬＵＥＷＡＶＥ技術を用いて製造されたもの）。
【００４４】
　例２
　例のパーソナルケアシャンプー組成物は、質量／質量基準（ｗｔ％）の表１に列挙する
成分を含有する。
【００４５】
【表１】

【００４６】
　バッチＡまたはバッチＣをベース界面活性剤と組合せる。オーバーヘッド撹拌器（約５
００ｒｐｍ）で混合しながら約７４℃までゆっくり加熱する。界面活性剤が溶液になるま
で撹拌を継続する。室温まで冷却する。１０％クエン酸を添加し、約１０分間撹拌する。
Ｇｌｙｄａｎｔ保存料を添加し、適量の水で１００ｇにする。約１５分間約５００ｒｐｍ
で撹拌する。
【００４７】
　例３（比較）
　従来のパーソナルケアシャンプー組成物は、質量／質量基準（ｗｔ％）の表２に列挙す
る成分を含有する。
【００４８】
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【表２】

【００４９】
　対照シャンプーを、実質的に例２に記載されるように調製するが、０．３％の従来のカ
チオン性コンディショニングポリマー（すなわち、ＪＡＧＵＡＲ　Ｃ－１３Ｓグアー、Ｕ
ＣＡＲＥポリマーＪＲ４００，　ＵＣＡＲＥポリマーＬＲ３０Ｍ）を、水性分散体の代わ
りに含有する。
【００５０】
　例４
　例２および３のプロトコルに実質的に従った組成物を調製した。前洗浄および前抱水さ
せたヨーロッパ人のバージン茶毛および８時間脱色した毛束（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ
ｌ　Ｈａｉｒ　Ｉｍｐｏｒｔｅｒｓ　ａｎｄ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｉｎｃ．から入手可能
）を０．５ｇのこれらのシャンプー配合物で処理した。シャンプーは毛に１分間入れ込み
、次いで流水の水道水で約３８℃、約０．４ｇａｌ／分の水流にて洗い流した。
【００５１】
　湿潤感覚評価試験のために毛束を吊るした。束が完全に乾燥した後、乾燥感触評価を実
施した。毛上の化粧用製品の性能を評価するために訓練された１０人の熟練したパネリス
トに、湿潤状態および乾燥状態の両者における櫛通り性および感触を評価してもらった。
各パネリストは１組の束を評価し、１つの束は本発明の組成物で処理したものであるのに
対し、１つは比較組成物で処理したものである。パネリストに、優れた湿潤特性および乾
燥特性を有する１つの束を取ってもらった。茶毛の結果を表３Ａに示し、脱色毛の結果を
表３Ｂに示す。
【００５２】

【表３】
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【００５３】
【表４】

【００５４】
　結果は、バッチＡおよびバッチＣの両者が有効なコンディショニング材料として機能し
、主要なコンディショニング含有成分と比べて同等かより良好な性能を有したことを示す
。
【００５５】
　別の評価において、走査型電子顕微鏡を、配合物Ａ（バッチＣを含有する）で洗浄した
８時間脱色した毛の、通常のリンス（水道水で１分間）および過度のリンス（流水１分間
＋ビーカー水中で３０回浸漬、５～１０回浸漬毎の後に水を絞り出す）を伴うもので行っ
た。通常のリンスを用い、配合物Ａで洗浄した毛は、ブロー乾燥後でも粒子堆積を示した
。過度のリンスを用い、配合物Ａで洗浄した毛は、毛上の粒子を示さなかった。これはポ
リオレフィンを含有するシャンプーで洗浄された毛上の粒子の堆積が実質的ではなく、過
剰のリンスで毛から除去できることを示す。
【００５６】
　別の評価において、毛束（８時間脱色したもの）を上記のように配合物Ａまたは比較３
を用いて洗浄し、乾燥させた。目的の乾燥櫛通り測定は、ＤＩＡ－ＳＴＲＯＮ装置（Ｄｉ
ａ－Ｓｔｒｏｎ　Ｌｉｍｉｔｅｄ，Ｈａｍｐｓｈｉｅ，ＵＫより）を用いて行った。毛を
通して櫛を引くために必要な力がより小さいほど、毛はよりコンディショニングされてい
る。配合物Ａは、風乾で、比較例３と同様に良好またはより良好な乾燥櫛通り力を示し（
２２２０に対して２１８９）、ブロー乾燥が顕著により良好で（１６２１に対して６５６
）、カチオン性ポリマーの不存在下であってもコンディショニングが顕著に優れているこ
とを意味する。
【００５７】
　別の評価において、毛束（８時間脱色したもの）を上記のように配合物Ａ、配合物Ｂま
たは比較１を用いて洗浄し、乾燥させた。極めてダメージを受けた毛（例えば、８時間脱
色した毛）はバージンの茶毛よりも顕著に親水性である。毛がダメージを受けるほど、保
護の脂肪酸が毛から剥がれ、これをより親水性にするからである。
【００５８】
　疎水性は、脂肪酸コーティングを置換えることによる補修の指標として用いることがで
き、シャンプー中の毛上の物質の堆積を示す。脱色された毛上では、配合物Ａおよび配合
物Ｂの疎水性（接触角の増大によって評価される）は、それぞれ５５．８±１１．５、８
５．３±０．８５（未処理の８時間脱色された毛についての４５．２±４．４０と比べ）
である。比較１は疎水性を増大させなかった。よって、カチオン性ポリマーの毛のコンデ
ィショニングについてのメカニズムは、本発明の配合物とは異なると考えられる。
【００５９】
　例５
　例の洗い流すパーソナルケアコンディショニング組成物は、質量／質量基準（ｗｔ％）
の表４に列挙する成分を含有する。
【００６０】
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【表５】

【００６１】
　Ａ相の含有成分を組合せ、混合し、７５℃まで撹拌しながら加熱する。別の反応容器中
で、Ｂ相の含有成分を組合せ、混合し、７５℃まで撹拌しながら加熱する。Ｂ相をＡ相に
７５℃で４７０ｒｐｍにて撹拌しながら添加する。反応混合物を撹拌しながら室温まで冷
やす。Ｇｌｙｄａｎｔを３５℃で添加する。バッチＡを混合物に室温で添加し、２０分間
混ぜ入れる。配合物のｐＨは、５０％クエン酸を必要に応じて用いて４～５に調整した。
【００６２】
　例６（比較）
　比較の洗い流すパーソナルケアコンディショニング組成物は、質量／質量基準（ｗｔ％
）の表５に列挙する成分を含有する。
【００６３】
【表６】

【００６４】
　組成物は、バッチＡが存在せずＧｌｙｄａｎｔおよびＤＣ　３４５を３５℃で添加する
ことを除いて例５のように調製する。
【００６５】
　例７
　例５および６のプロトコルに実質的に従った組成物を調製した。前洗浄および前抱水さ
せた、１０インチ長のヨーロッパ人の単一脱色毛の毛束（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　
Ｈａｉｒ　Ｉｍｐｏｒｔｅｒｓ　ａｎｄ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｉｎｃ．（Ｆｌｏｒａｌ　
Ｐａｒｋ，ＮＹ）から入手可能）を０．１ｇのコンディショナー配合物で処理した。これ
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は毛に１分間入れ込み、次いで流水の水道水で３８℃、０．４ｇａｌ／分の水流にて洗い
流した。
【００６６】
　湿潤感覚評価試験のために毛束を吊るした。束が完全に乾燥した後、乾燥感触評価を実
施した。毛上の化粧用製品の性能を評価するために訓練された１０人の熟練したパネリス
トに、湿潤状態および乾燥状態の両者における櫛通り性および感触を評価してもらった。
各パネリストは１組の束を評価し、１つの束は本発明の配合物Ｃで処理したものであるの
に対し、１つは比較４組成物で処理したものである。パネリストに、梳きがより容易で感
触がより滑りやすい／滑らか（湿潤）またはよりシルキー／柔軟（乾燥）である１つの束
を取ってもらった。本発明の配合物は、試験した全てのカテゴリーで比較配合物と同様で
ある（湿潤および乾燥の毛で差異が統計的に有意でない）ことが見出された。これは本発
明の配合物がシリコーンと同様の性能を示したことを示す。
【００６７】
　例８
　例の洗い流さないパーソナルケアコンディショナー組成物は、質量／質量基準（ｗｔ％
）の表６に列挙する成分を含有する。
【００６８】
【表７】

【００６９】
　ＣＥＬＬＯＳＩＺＥ　ＰＣＧ－１０を、急速に撹拌されている室温の水中に振りかける
。均一になったら、溶液を６０℃まで加熱し、塩化セトリモニウムを混合物に添加し、溶
解するまで撹拌する。前混合物を次いで７５℃まで撹拌下で加熱する。別個の反応容器内
で、Ｂ相の脂肪族アルコールを組合せ、均一になるまで混合し、７５℃まで撹拌下で加熱
する。植物油を撹拌下で添加する。Ｂ相をＡ相に７５℃で４７０ｒｐｍにて撹拌しながら
添加する。反応混合物を撹拌しながら冷やす。Ｃ相含有成分を３５℃で添加する。配合物
のｐＨは５０％クエン酸を必要に応じて用いて４～５に調整した。
【００７０】
　例９
　例のパーソナルケアシャンプー組成物は、質量／質量基準（ｗｔ％）の表７に列挙する
成分を含有する。
【００７１】
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【表８】

【００７２】
　バッチＢをベース界面活性剤と組合せる。オーバーヘッド撹拌器（約５００ｒｐｍ）で
混合しながら約７４℃までゆっくり加熱する。界面活性剤が溶液になるまで撹拌を継続す
る。室温まで冷却する。１０％クエン酸を添加し、約１０分間撹拌する。Ｇｌｙｄａｎｔ
保存料を添加し、適量の水で１００ｇにする。約１５分間約５００ｒｐｐｍで撹拌する。
【００７３】
　例１０（比較）
　従来のパーソナルケアシャンプー組成物は、質量／質量基準（ｗｔ％）の表８に列挙す
る成分を含有する。
【００７４】
【表９】

【００７５】
　対照シャンプーを実質的に例９に記載されるように調製するが、市販のＺＰＴ分散体（
Ａｒｃｈ　ＣｈｅｍｉｃａｌからＺＩＮＣ　ＯＭＡＤＩＮＥ　ＦＰＳ分散体として入手可
能）を含有する。
【００７６】
　例１１
　例９および１０のプロトコルに実質的に従った組成物を調製し、バージンの茶毛に適用
する。束を、例４に記載する方法に実質的に従って試験した。配合物Ｆは、比較５組成物
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よりも少なくとも２５％多い亜鉛を毛上に堆積させる（１３．６ｐｐｍに対して１７．１
ｐｐｍ）。
【００７７】
　例１２
　例のパーソナルケアシャンプー組成物は、質量／質量基準（ｗｔ％）の表９に列挙する
成分を含有する。
【００７８】
【表１０】

【００７９】
　ベース界面活性剤を、オーバーヘッド撹拌器（約５００ｒｐｍ）で混合しながら約７４
℃までゆっくり加熱する。界面活性剤が溶液になるまで撹拌を継続する。エチレングリコ
ールジステアレート（存在する場合）を添加し、溶解するまで撹拌する。室温まで冷やす
。バッチＡまたはバッチＣを添加する。１０％クエン酸を添加し、約１０分間撹拌する。
保存料を添加し、適量の水で１００ｇにする。約１５分間約５００ｒｐｍで撹拌する。
【００８０】
　例１２（比較）
　従来のパーソナルケアシャンプー組成物は、質量／質量基準（ｗｔ％）の表１０に列挙
する成分を含有する。
【００８１】
【表１１】

【００８２】
　ベース界面活性剤を、オーバーヘッド撹拌器（約５００ｒｐｍ）で混合しながら約７４
℃までゆっくり加熱する。界面活性剤が溶液になるまで撹拌を継続する。エチレングリコ
ールジステアレート（存在する場合）を添加し、溶解するまで撹拌する。室温まで冷やす
。１０％クエン酸を添加し、約１０分間撹拌する。保存料を添加し、適量の水で１００ｇ
にする。約１５分間約５００ｒｐｍで撹拌する。
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【００８３】
　例１３
　例１１および１２のプロトコルに実質的に従った組成物を調製した。前洗浄および前抱
水させた、１０インチ長のヨーロッパ人のバージンの茶毛および８時間脱色した毛束（Ｉ
ｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｈａｉｒ　Ｉｍｐｏｒｔｅｒｓ　ａｎｄ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ
　Ｉｎｃ．（Ｆｌｏｒａｌ　Ｐａｒｋ，ＮＹ）から入手可能）を０．５ｇの配合物で処理
した。これは毛に１分間入れ込み、次いで流水の水道水で３８℃、０．４ｇａｌ／分の水
流にて洗い流した。
【００８４】
　１つのグループの毛束をオーブン内で３８℃にて乾燥させた。束が完全に乾燥した後、
１分間カーリングアイロンを用いてこれらをカールさせた。カールをほどき、カールした
束の写真を評価のために撮影した。
【００８５】
　別のグループの毛束は、濡れた毛を６５ｍｍ×２０ｍｍカーラーに対角線上に適用し、
２つの大型ヘアピンでそのまま保持することによってローラーカールさせた。これらを雰
囲気温度で３日間風乾し、次いで４５℃のオーブンに１時間入れて、これらを確実に完全
に乾燥させた。次いでカーラーを取り外し、カールさせた毛束を高湿チャンバー（２５℃
、９０％相対湿度）に２４時間入れた。カールさせた束を湿度チャンバーから取り出し、
カールさせた束の写真を評価用に撮影した。
【００８６】
　毛上の化粧用製品の性能を評価するために訓練された１５人の熟練したパネリストに、
乾燥カール手順および湿潤カール手順の両者によるカール保持および縮れ制御について、
配合物Ｇ　対　比較６、および配合物Ｈ　対　比較７の並んだ写真を評価してもらった。
【００８７】
　熟練したパネリストの１５人中１５人が、配合物Ｇが比較６よりも好ましいと示した。
言い換えれば、本発明の組成物は、全員一致で、乾燥カール試験および湿潤カール試験の
両者で従来の配合物よりも良好なカール保持および縮れ制御を示すと評価された。熟練し
たパネリストの１５人中１５人が、配合物Ｈが比較７よりも好ましいと示した。言い換え
れば、本発明の組成物は、全員一致で、乾燥カール試験および湿潤カール試験の両者で従
来の配合物よりも良好なカール保持および縮れ制御を示すと評価された。
【００８８】
　本発明は、本明細書で具体的に開示および例示した態様に限定されないと理解される。
発明の種々の改変が当業者に明らかとなろう。このような変更および改変は、特許請求の
範囲の範囲から逸脱することなく行なうことができる。
【００８９】
　更に、各々の列挙した範囲は、範囲の全ての組合せおよび下位組合せ、更にそれに含ま
れる具体的な数を包含する。加えて、本明細書で引用または記載する各特許、特許出願お
よび公報の開示はその全部を参照により本明細書に組入れる。
　以下もまた開示される。
［１］　エチレンアクリル酸コポリマーを含む水性分散体、および
　少なくとも１種の化粧用に許容可能な界面活性剤、エモリエント剤、または化粧用活性
物質
を含む、パーソナルケア組成物。
［２］　エマルションではないことを条件とする、上記［１］に記載のパーソナルケア組
成物。
［３］　水性分散体が、少なくとも１種のフケ防止活性物質（ジンクピリチオン、サリチ
ル酸、またはセレニウム化合物）、サンスクリーン活性物質（有機または無機）、顔料、
香料、植物性物質、アミノ酸、またはビタミンを含む、上記［１］に記載のパーソナルケ
ア組成物。
［４］　エチレンアクリル酸コポリマーが、水性分散体の質量基準で約１５質量％～約６



(16) JP 5937512 B2 2016.6.22

10

20

30

０質量％、好ましくは約１５質量％～約２５質量％の範囲で存在する、上記［１］に記載
のパーソナルケア組成物。
［５］　水性分散体が、メタロセン触媒ポリオレフィンを更に含む、上記［１］に記載の
パーソナルケア組成物。
［６］　エチレンアクリル酸コポリマーが、水性分散体の質量基準で約１質量％～約２５
質量％、好ましくは約５質量％～約２０質量％の範囲で存在する、上記［５］に記載のパ
ーソナルケア組成物。
［７］　メタロセン触媒ポリオレフィンが、エチレン／オクテンコポリマー、エチレン／
ブテンコポリマー、エチレン／ヘキセンコポリマー、エチレン／プロピレンまたはエチレ
ン／ブテン／ヘキセンターポリマーの少なくとも１種、好ましくはエチレンオクテンコポ
リマーを含む、上記［５］に記載のパーソナルケア組成物。
［８］　エチレンアクリル酸コポリマーおよびメタロセン触媒ポリオレフィンが、ポリマ
ー比で約４０：６０～約１５：８５である、上記［５］に記載のパーソナルケア組成物。
［９］　水性分散体が、パーソナルケア組成物の質量基準で約０．０５質量％～約１０質
量％、好ましくは約０．２５質量％～約５質量％の範囲で存在する、上記［１］に記載の
パーソナルケア組成物。
［１０］　シリコーンを更に含み、但し該シリコーンは該水性分散体中にはないことを条
件とする、上記［１］に記載のパーソナルケア組成物。
［１１］　シリコーンが、パーソナルケア組成物の質量基準で約０．１質量％～約５質量
％、好ましくは約０．７５質量％～約３質量％、およびより好ましくは約１質量％～約２
質量％の範囲で存在する、上記［１０］に記載のパーソナルケア組成物。
［１２］　界面活性剤が存在し、そして該界面活性剤が洗剤界面活性剤である、上記［１
］に記載のパーソナルケア組成物。
［１３］　界面活性剤が存在し、そして該界面活性剤がノニオン性界面活性剤である、上
記［１］に記載のパーソナルケア組成物。
［１４］　パーソナルケア組成物が、シャンプー、洗い流すコンディショナー、洗い流さ
ないコンディショナー、またはボディウォッシュである、上記［１］に記載のパーソナル
ケア組成物。
［１５］　毛をコンディショニングする方法であって、上記［１］または［４］に記載の
パーソナルケア組成物を毛に適用することを含む、方法。
［１６］　毛をコンディショニングする方法であって、上記［８］に記載のパーソナルケ
ア組成物を毛に適用することを含む、方法。
［１７］　毛の扱い易さを増大させる方法であって、上記［１２］に記載のパーソナルケ
ア組成物を毛に適用することを含む、方法。
［１８］　水性分散体がメタロセン触媒ポリオレフィンを更に含む、上記［１７］に記載
の方法。
［１９］　扱い易さが、カール保持の増大および縮れ制御の増大として示される、上記［
１７］または［１８］に記載の方法。
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